


建築物環境配慮評価システムの概要参考


１．CASBEE－新築（簡易版）
CASBEE（建築環境総合性能評価システム）は、省エネルギーや環境負荷の少ない
資機材の使用といった環境配慮はもとより、室内の快適性や景観への配慮なども含
めた建物の品質を総合的に評価するシステムである。
CASBEE－新築（簡易版）は、省エネルギー計画書の作成時間を除き２時間程度で
評価が可能であり、地方自治体での建築行政にも利用できるように開発されている。

（１）評価のしくみ
「（Q）建築物の環境品質」と「（L）建築物の環境負荷」の両側面を評価する
敷地境界等によって定義される「仮想境界」で区分された内外２つの空間それぞれに関係する２つの要因をQ（Quality）建築物の環境品質（仮想閉空間内における建物ユーザーの生活アメニティの向上）とL（Load）建築物の環境負荷（仮想閉空間を越えてその外部（公的環境）に達する環境影響の負の側面）それぞれ区別して評価する。
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（Q）建築物の環境品質の配慮項目（2010年度版）
[image: ]





１


[image: ]












（L）建築物の環境負荷の配慮項目
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　 　　※（Q）建築物の環境品質と（L）建築物の環境負荷の分野毎に重み係数を掛けた得点として表
される。

（２）環境効率の考え方
環境効率の考え方を用いて新たに開発された評価指標「BEE（建築物の環境性
能効率、Built　Environment　Efficiency」で評価する。
　　　建築物と敷地等の評価項目について、下図に示すようなBEEの分子側Q（建築物
の環境品質・性能）と分母側L（建築物の外部環境負荷）に分類。
そして、QはQ1：室内環境、Q2：サービス性能、Q3:室外環境（敷地内）の３項
目に分けて評価し、Lは、L1：エネルギー、Ｌ2：資源・マテリアル、Ｌ3：敷地
外環境の３項目で評価する。
[image: http://www.ibec.or.jp/CASBEE/image/qandl.gif]
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ここで、BEE（Built Environment Efficiency）とは、Q（建築物の環
境品質）を分子として、L(建築物の環境負荷)を分母とすることにより算
出される指標である。
[image: http://www.ibec.or.jp/CASBEE/image/img5.jpg]




BEEを用いることにより、建築物の環境性能評価の結果をより簡潔・明
確に示すことが可能となる。

（３）評価結果のランキング
評価結果は５段階のランキングで与えられる。
Qの値が横軸のLに対して縦軸にQがプロットされる時、グラフ上にBEE値
の評価結果は原点（0,0）と結んだ直線の傾きとして表示される。Qの値が高
く、Lの値が低いほど傾きが大きくなり、よりサステナブルな性向の建築物と評価できる。この手法では、傾きに従って分割される領域に基づいて、建築物の環境評価結果をランキングすることが可能になる。グラフ上では建築物の評価結果をBEE 値が増加するにつれて、｢Cランク（劣る）｣から｢B-ランク（やや劣る）｣、｢B+ランク（良い）｣、「Aランク（大変良い）」、「Sランク（素晴らしい）」としてランキングされる。
[image: http://www.ibec.or.jp/CASBEE/image/img6.jpg]













（４）CASBEE－新築（簡易版）の評価結果
　　　　建築物の環境効率、環境品質、環境負荷は、バーチャート等で評価結果に表
される。３

CASBEE－新築（簡易版）の評価結果[image: ]４

２．大阪府の重点評価の概要
　（１）大阪府の重点評価の考え方
地球温暖化・ヒートアイランド対策として、省エネルギー対策・緑化・建築物
表面及び敷地の高温化抑制について評価する。
評価項目は、非住宅及び集合住宅により分類され、一定の基準を満足した場合に、
優良な取組みとして５段階で評価する。
大阪府の重点評価については、「CASBEE-新築（簡易版）」により評価を行っ
た評価結果に基づき、大阪府において重点的に評価する取り組みについて再評価を行う。評価方法は、各取り組みのCASBEE評価点を重点評価シートに入力し、評価することになる。
　
（２）みどり・ヒートアイランド対策に関する評価
大阪府域の緑量を確保する観点から、敷地の緑化に関する取組みを評価する。
また、建築物やその敷地は、太陽熱の蓄積による高温化がヒートアイランド現象の主要な原因となっていることから、太陽熱の蓄積防止対策について評価する。
「CASBEE-新築（簡易版）」のスコアシート評価項目「Q3 1 生物環境の保全と創出」｢Q3 3.2 敷地内温熱環境の向上｣「LR3 2.2 温熱環境悪化の改善」における評価点を「大阪府の重点評価」の入力シート評価項目「2.みどり・ヒートアイランド対策」に入力する。入力項目は次の通り。
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入力項目後の大阪府の重点評価（結果）は次の通り。
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（３）みどり・ヒートアイランド対策の「CASBEE-新築（簡易版）」入力項目
　Ｑ３－１のスコアの評価項目と評価内容
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Ｑ３－２．２のスコアの評価項目と評価内容
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ＬＲ３－２．２のスコアの評価項目と評価内容
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建 築 物 の ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 対 策
熱 負 荷 計 算 モ デ ル
《大阪府環境農林水産部みどり・都市環境室地球環境課》
ヒートアイランド対策の
検討にご活用ください！



大阪府は、ヒートアイランド対策熱負荷計算モデルを開発しました。
建物等のヒートアイランド対策を検討する際に、対策の種類や対策量によって、建物等から出てくる熱がどの程度低減されるのかを簡易に計算できるものです。
皆様のご自宅や建物、開発計画などにおいて、ヒートアイランド対策を検討する際に、ぜひご活用ください。

●モデルの概要
このモデルは、建物の面積や高さ等から排出される熱負荷を計算するとともに、緑化や高反射塗装、高効率空調機などのヒートアイランド対策を導入した場合の熱負荷を計算します。表計算ソフトで作成しており、データを入力すれば、すぐに計算結果の確認ができます。
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●計算結果の例
[image: 説明: C:\Users\shibatae\AppData\Local\Temp\19\Temp1_heat_island_tk_hp.zip\heat_island_tk_hp\hi02_img\hi_02_g02.gif]
[image: 説明: 検索ウィンド][image: 説明: 検索ウィンド]　　　　　　[image: ]　　　　　　　【問い合わせ・申込先】
大阪府環境農林水産部 みどり・都市環境室
地球環境課温暖化対策グループ
℡ 06-6210-9553 (直通)
対策効果シミュレーション
大阪HITEC

[image: 説明: 検索ウィンド][image: 説明: 検索ウィンド][image: 説明: 検索ウィンド]９
モデルのダウンロードはこちら
http://www.pref.osaka.jp/chikyukankyo/jigyotoppage/model_06.html
大阪HITEC
大阪HITEC
大阪HITECの認証技術はこちらから！！
大阪HITEC
大阪HITECの認証技術はこちらから！！
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１．１　機能性・使いやすさ
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サービス性能

１　機能性

２　耐用年性・信頼性

３　対応性・更新性
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室外環境（敷地内）

３　地域性・アメニティへの配慮
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１　建物の熱負荷抑制

２．１　自然エネルギーの直接利用

２．２　自然エネルギーの変換利用

３　設備システムの高効率化

４．１　モニタリング

４．２　運用管理体制

１．１　節水

１．２　雨水利用・雑排水等の利用

２．１　材料使用量の削減

２．２　既存建築躯体等の継続使用

２．３　躯体材料におけるリサイクル材の使用

２．４　非構造材料におけるリサイクル材の使用

２．５　持続可能な森林から産出された木材

２．６　部材の再利用可能性向上への取組み

３．１　有害物質を含まない材料の使用

３．２　フロン・ハロンの回避

１　地球温暖化への配慮

２．１　大気汚染防止

２．２　温熱環境悪化の改善

２．３　地域インフラへの負荷抑制

３．１　騒音・振動・悪臭の防止

３．２　風害、砂塵、日照阻害の抑制

３．３　光害の抑制

ＬＲ３

敷地外環境

２　地球環境への配慮

３　周辺環境への配慮

ＬＲ建築物の環境負荷低減性

ＬＲ１

エネルギー

２　自然エネルギー利用

４　効率的運用

ＬＲ２

資源・マテリアル

１　水資源保護

２　非再生資源の使用量削減

３　汚染物質含有材料の使用回避
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みどり

ヒートアイランド対策

項目 評価内容 スコア 評価

生物環境の保全と創出 CASBEE「Ｑ３－１」のスコアによる評価 3.0

敷地内温熱環境の向上 CASBEE「Ｑ３－３.２」のスコアによる評価 3.0

温熱環境悪化の改善 CASBEE「ＬＲ３－２.２」のスコアによる評価 3.0

③みどり・ヒートアイランド対策

3


image10.emf
[建物概要] 建物名称

建設地

用途／区分

【評価結果】

CASBEE

総合評価

　　★　★　★　☆　☆

Ｂ＋

CO２削減

３

省エネ対策 ３

みどり・ヒート

アイランド対策

３

大阪府建築物環境配慮評価システム

大阪府の重点評価（結果）　　　　　　　　　　　　　　　　　　Osakafu‐新築・既存2010V1.03

　　○○マンション新築工事

　　○○市○○町○○１－１－１

　　集合住宅
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Q3

　室外環境（敷地内）

1

生物環境の保全と創出

0.30

レベル 3.0

　レベル　1生物環境の保全と創出に関して配慮に欠け、取組みが不十分である。(評価ポイント0～3)

　レベル　2生物環境の保全と創出に関して配慮されているが、取組みが十分とはいえない。(評価ポイント4～6)

■レベル　3生物環境の保全と創出に関して配慮されており、標準的な取組みが行われている。(評価ポイント7～9)

　レベル　4生物環境の保全と創出に関して配慮されており、比較的多くの取組みが行われている。(評価ポイント10～12)

　レベル　5生物環境の保全と創出に関して十分配慮されており、充実した取組みが行われている。(評価ポイント13以上）

評価する取組み

採点 評価ポイント

2 ポイント 2

2 ポイント 2

0 ポイント 1

0 ポイント 1

0 ポイント 1

1 ポイント 1

1 ポイント 1

0 ポイント 1

合計＝

重み係数(既定）＝

事・学・物・飲・会・病・ホ・工・住

評価項目 評価内容

I 立地特性の把握と計画方

針の設定

1)敷地とその周辺にある生物環境に関する立地特性を把握し、その特性に基

づいて敷地内の生物環境の保全と創出に関わる計画方針を示している。

1)建物運用時における緑地等の維持管理に必要な設備を設置し、かつ管理

方針を示している。

2)建物利用者や地域住民が生物とふれあい自然に親しめる環境や施設等を

確保している。

7ポイント

VI その他

2)建物緑化指数が、5％以上20％未満を示す規模の建築物の緑化を行って

いる。 (1ポイント)

　建物緑化指数が、20％以上を示す規模の建築物の緑化を行っている。 (2

ポイント)

1)自生種の保全に配慮した緑地づくりを行っている。

IV 緑の質の確保

III 緑の量の確保

2)敷地や建物の植栽条件に応じた適切な緑地づくりを行っている。

3)野生小動物の生息域の確保に配慮した緑地づくりを行っている。

V 生物資源の管理と利用

1 ポイント

0 ポイント

1)上記の評価項目以外に生物環境の保全と創出に資する独自の取組みを

行っている。

1)敷地内にある生物資源を構成する動植物、表土、水辺等を保存または復

元している。

1～3

1～2

II 生物資源の保存と復元

1)外構緑化指数が、10％以上20％未満を示す規模の外構緑化を行い、なお

かつ中高木を植栽している。 (1ポイント)

　外構緑化指数が、20％以上50％未満を示す規模の外構緑化を行ってい

る。(2ポイント)

　外構緑化指数が、50%以上を示す規模の外構緑化を行っている。 (3ポイン

ト)
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3.2

敷地内温熱環境の向上

重み係数(既定）＝ 0.50

レベル 3.0事・学・物・飲・会・病・ホ・工・住

　レベル　1評価する取組み表の評価ポイントの合計値が0ポイント

　レベル　2評価する取組み表の評価ポイントの合計値が1～5ポイント

■レベル　3評価する取組み表の評価ポイントの合計値が6～11ポイント

　レベル　4評価する取組み表の評価ポイントの合計値が12～17ポイント

　レベル　5評価する取組み表の評価ポイントの合計値が18ポイント以上

評価する取組み

採点 評価項目 評価内容 評価ポイント

0 ポイント 2

0 ポイント 1～3

1 ポイント 1～3

1 ポイント 1～3

0 ポイント 1～3

0 ポイント 2～3

0 ポイント 1～3

2 ポイント 1～2

2 ポイント 1～2

合計＝ 6ポイント

IV建築外装材料に配慮し、

敷地内歩行空間等の暑熱

環境を緩和する

V建築設備に伴う排熱の位

置等に配慮し、敷地内歩行

者空間等の暑熱環境を緩

和する

1)敷地周辺の風の状況を把握し、敷地内の歩行者空間等へ風を導く建築物

の配置・形状計画とする

2)芝生・草地・低木等の緑地や通路等の空地を設けることにより、風の通り道

を確保する。

空地率が、

　　・40％以上60％未満の場合　 (1ポイント)

　　・60％以上80％未満の場合　 (2ポイント)

　　・80％以上 (3ポイント)

1)中・高木の植栽やピロティ、庇、パーゴラ等を設けることにより、日陰の形成

に努める。

中・高木、ピロティ等の水平投影面積率が、

　　・10％以上20％未満の場合　 (1ポイント)

　　・20％以上30％未満の場合　 (2ポイント)

　　・30％以上の場合 (3ポイント)

1)緑地や水面を確保することにより、地表面温度や地表面近傍の気温等の

上昇を抑制する。

緑被率、水被率、中・高木の水平投影面積率の合計が、

　　・10％以上20％未満の場合  (1ポイント)

　　・20％以上30％未満の場合 (2ポイント)

　　・30％以上の場合 (3ポイント)

I 敷地内の歩行者空間等へ

風を導き、暑熱環境を緩和

する

II夏期における日陰を形成

し、敷地内歩行者空間等の

暑熱環境を緩和する

III敷地内に緑地や水面等を

確保し、敷地内歩行者空間

等の暑熱環境を緩和する

2)敷地内の舗装面積を小さくするよう努める。

舗装面積率が、

　　・20％以上30％未満の場合 (1ポイント)

　　・10％以上20％未満の場合 (2ポイント)

　　・10％未満の場合　 (3ポイント)

1)屋上(人工地盤を含む)のうち、人が出入りできる部分の緑化に努める。

　　・人が出入りできる屋上があり、一部緑化している場合(2ポイント)

　　・人が出入りできる屋上を広範囲で緑化している場合(3ポイント)

2)外壁面の材料に配慮する。

外壁面対策面積率が、

　　・10％未満の場合  (1ポイント)

　　・10％以上20％未満の場合 (2ポイント)

　　・20％以上の場合 (3ポイント)

1)主たる建築設備(空調設備)に伴う排熱は、建築物の高い位置からの放出

に努める。

   ・排熱を伴う冷却塔や室外機等について、設備容量の50％程度以上をGL

＋10m以上

     の位置に設置 (1ポイント)

   ・冷却塔や室外機を設置しない、またはほとんどをGL＋10m以上の位置に

設置

     (2ポイント)

2)主たる建築設備(燃焼設備)に伴う高温排熱は、建築物の高い位置からの

放出に努める。

    ・高温排熱の放出部について、設備容量の50％程度以上をGL＋10m以上

      の位置に設置 (1ポイント)

    ・高温排熱の放出部を設置しない、またはほとんどをGL＋10m以上の位

置に設置

      (2ポイント)
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LR3

　敷地外環境

2.2 温熱環境悪化の改善

重み係数(既定）＝ 0.50

レベル 3.0 事・学・物・飲・会・病・ホ・工・住

　レベル　1評価する取組み表の評価ポイントの合計値が0ポイント

　レベル　2評価する取組み表の評価ポイントの合計値が1～5ポイント

■レベル　3評価する取組み表の評価ポイントの合計値が6～12ポイント 

　レベル　4評価する取組み表の評価ポイントの合計値が13～19ポイント

　レベル　5評価する取組み表の評価ポイントの合計値が20ポイント以上

評価する取組み

採点 評価ポイント

合計＝

1～3

評価内容 評価項目

1～2

①近くの気象台データや地域気象観測データ(アメダスデータ)等の既存

データを用いて風向風速卓越風などの風環境を把握している場合(1ポイ

ント)

②①に加えさらに現地測定を行った場合や広域気象データや地形データ

に基づいた広域大気環境予測システムで補完してより詳細に調査した場

合(2ポイント)

1)地域の温熱環境状況に

関する事前調査の実施

地表面対策面積率が

　・15％以上30％未満の場合(1ポイント)

　・30％以上45％未満の場合(2ポイント)

　・45％以上の場合(3ポイント)

①屋根面の緑化等と高反射材料を選定するように努める

屋根面対策面積率が

　・20％未満の場合(1ポイント)

　・20％以上40％未満の場合(2ポイント)

　・40％以上の場合(3ポイント)

②外壁面の材料に配慮する

外壁面対策面積率が

　・10％未満の場合(1ポイント)

　・10％以上20％未満の場合(2ポイント)

　・20％以上の場合(3ポイント)

2)風下となる地域への風通

しに配慮し敷地外への熱的

な影響を低減する

3)地表面被覆材に配慮し敷

地外への熱的な影響を低

減する

4)建築外装材料等に配慮し

敷地外への熱的な影響を

低減する

1 ポイント

I温熱環境の

事前調査

0 ポイント

1 ポイント

1 ポイント

II敷地外への

熱的な影響

を低減する

対策

0 ポイント

3 ポイント

0 ポイント

0 ポイント

0 ポイント

0 ポイント

5)建築設備から大気への

排熱量を低減する

②敷地周辺の地形建物緑地等の現況と計画建物に対して流体数値シ

ミュレーション等を行って影響を予測している場合(2ポイント)

6 ポイント

III効果の確

認

6)シミュレーション等による

温熱環境悪化改善の効果

の確認

気温上昇の抑制に努めるため

　・標準的な工夫をしている場合(1ポイント)

　・中間的な工夫をしている場合(2ポイント)

　・全面的な工夫をしている場合(3ポイント)

「LR1エネルギー」のスコア(評価結果)が

　・3.0以上4.0未満(1ポイント)

　・4.0以上4.5未満(2ポイント)

　・4.5以上(3ポイント)

②建築設備に伴う排熱は低温排熱にすること等により気温上昇の抑制に

努める

①建築物の外壁窓等を通しての熱損失の防止及び空気調和設備等に係

るエネルギーの効率的利用のための措置を講じる

1～2

①風向きに対する配置や形状の工夫を机上で検討(机上予測)している場

合(1ポイント)

1～2

1～3

1～3

1～3

1～3

1～3

①建築物の配置形状計画に当たっては風下となる地域への風の通り道を

遮らないよう工夫する

②夏期の卓越風向に対する建築物の見付け面積を小さくするよう努める

　・風下地域への風の通り道と特に関係しない場合(1ポイント)

　・風下地域への風の通り道を遮らないよう配慮している場合(2ポイント)

隣棟間隔指標Rwが

　・0.3以上0.4未満の場合(1ポイント)

　・0.4以上0.5未満の場合(2ポイント)

　・0.5以上の場合(3ポイント)

①地表面の被覆材に配慮する

1～3

卓越風向に対する建築物の見付面積比が

　・60％以上80％未満の場合(1ポイント)

　・40％以上60％未満の場合(2ポイント)

　・40％未満の場合(3ポイント)

③風を回復させるよう建築物の高さ形状建築物間の隣棟間隔等を工夫す

る
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１．１　騒音

１．２　遮音

１．３　吸音

２．１　室温制御

２．２　湿度制御

２．３　空調方式

３．１　昼光利用

３．２　グレア対策

３．３　照度

３．４　照明制御

４．１　発生源対策

４．２　換気

４．３　運用管理

Ｑ建築物の環境品質

Ｑ１

室内環境

１　音環境

２　温熱環境

３　光・視環境

４　空気質環境


